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田畑輪換経営と経営設計

道立農業試験場経営部

山　本　晃　～

千　葉　　　誠

1　はしがき

　　ここにいう霞畑輪換経當とは，珊畑輪換によ

る酪農導入で・水闘単作経営の合理化を臼標に

設けられた経営試験農場（東旭川町）である。

当農場は昭和28年に点して以来7年を経過

したが・前5力年で並製換歯∫提となる排水．

施設と，酷農に必要な諸施設の盤備がほぼ完了

し，33年目鋒本町的な輪換経営が実施できる段

隙こなった・この間鞠いて，従来至砺蜘経
　　　　　　　　　　G駐’）
営の検討は行ってきたが，討離勺な輪換経営の

四四が可能となった33年以降鴛ま，当工場蛭

子や諸資料に基づいた経営設計の再検討が必要

であるところがら，男年より新たに設計をた

て，それに基づいて現在試験を続行している。

尚この計画の要点は，イ）牧草の反収増加をは

かること，ロ）輪換畑期聞3年，その作付方武

烈陵（樽縣）一撚一据誓に絡す
ること，ハ）搾乳牛飼養頭数3頭程度とするこ

となどである・ここで鯉計画法による経鰍

計を試みた助勺もその結果を実縢こ利肌た

いという点にある。以下当縫場設置から33年ま

での経過と成績の概要を述べ，次いで線型計画

法による経嘗設計の結果と，それについて若干

の挨討を加えた○

　（註）北海道立饅業試験場集報　第3号53～

　　62琴ミ（11召和33年9月）

接・緬穂60平方粁で，気風よ内雛の特徴

をもち，初霜が早く晩霜が遅い傾向はあるが，

蔓期の気温高く，本道でき東比較的水稲f乍に適し

た地方である就撫回してヌ直聰、が多い謹農

揚の研醒する葱鑓には礫を多く含んだいわゆる

　「秋落ち閏」が分布している。島回用水として

利用する忠凋川には上流に発電所が設けられ，

ノ肱は延べi略に及ぶ墜ゴ髄通ってくるため氷

綴が｛駅一門2ヵ所の遊水池で水融勝を団

っている。本町は耕地率32％，1戸当り平均耕

地鰍は約2、3町，畑率をま77％∴専業農家率

は73％で・当農場は耕地規摸きこおいて本町鯛・

位に踊躍する。

水稲畷駿は鋤表のように，本町は全道及

び上1岐庁平均より高く，当農場のそれは馴・

細存こ建δし・て28壬芦と29年2／0≦）6際∫，　30｛欝2，656石

3鈎弧2亨拓・32年2β48石であるから，ほ

ぼ1物平均に近いものとみてよい。

第俵　　水稲の反当収量

年次
ﾋ、，，謬筑，、鰐

昭和28｛1三

　　2鱗三

舞

釧

1，17111・423．1・941

2・265｝2・2972，5C6

聯1：：ll戯1

　　ミ　　　お　
1，543い，56911，7・2

（C）／（A）　（C）ノ（靱

三12著工Hで

165，8　　工36．4

110．61工09．工

幽・…

118・『10，・5

π　立地条件と経過概要

イ）立地条件東旭川卿∫は旭ノ隔の藁に隣

　　　　　　　　　（農林省統計調査所調べ）

ロ）経過概要当縫場の家族状況は鋤茨

のように家族数は7～8人で殆んど変イヒは撫、
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が，農作業従事者は男2女2から，33年に女正

が減っており，成男換算労働歩合も減ってい

る尊経営面稜は3圭反，うち水田28．3反（畦畔

ぬき25．7反），畑1．5反である。土性は壇土な

いし植壌土，下層に礫を含む箇所がある。輪換

畑については27年水霞1．8反を，ついで28年

3．1反，　29年2．6反，　30年1．8／更，　3i年2．　O反＝，

32年L6反，33年2．1反を新たに畑に切り替え，

このうち29年0．7反，30年2．王反，31年3．7反，

　　第2表

32年1．1反，33年2，9反を魯：び氷田に還元したの

で，輪換畑の面穣は28年以降それぞれ4．9反，

6．8反，6．5反，4．6反，5。1反：，4．3反となり，

輪換畑化率は最少17％，最大％％である。輪

換畑の作付体系は当初第1年目燕菱（牧草混

播），第2年臼牧草，第3隼目牧草とデソトコ

ーソのごとく3力卑をもつて水霞に還元する計

画であったが，飼料需要，排水施設の推捗状況，

デソトコーン運搬の関係などから変更を余丁な

経営者家族，土地利用》家畜飼養状況の推移
（単位反，頭）

項 目　　　　　　艮召容128年　　　29　　　年　　　3Q
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くされ，第2表及び第3表でみるように畑期間

は2～3年で，小面積ながら4～6年畑も生ず

るようになった。耕馬のために必要な飼料を乳

牛飼養に向けるため，28年春より耕馬の館養を

中止して，30年置は動力三献機を導入した。敦

牛は27年に成1犠1を導入，搾乳牛は28年1

頭，29年以降2頭，この間生産した戦闘6頭は

生産後間もなく，牡犠は数ヵ月育成して売却し

て，そのほかに28年．1，32年2の牝犠を購入し

て同じく数ヵ月育成売却した。すなわち搾乳と

育成を兼ねた飼育形態をとってきた。小家蓄と

して緬羊と鶏がそれそそ若干ある。

　　第4表

皿　成績の概要

　水稲の施肥は還元1年目は堆肥を施用せず，

金肥も連俘田より各成分とも減肥している。2

年目よりは堆肥も施用し，金肥も増施している

が，二連作田に対して控え霞としている。反収

は第4表でみるように，連作田に比較すると還

元田は餐年次とも概してi高収を示しているが，

還元2年以降承田で連作田より反収の低い場合

もみられる。尚3ユ年の冷害年において連作田の

反収が半減したのに対し，還元園がいずれも普

通作をあげたことは注目される。輪換畑の生産

連作・還元田・輪換畑の反当収量

項 目

水

稲

連　　f乍

還

元

〆I

l；
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年　自

年　目
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反・畔ヒ報収睡

3．16

5，68
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給3

9．0王

2，100
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4．GO

33　年
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9．34
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7．29

8。23
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第5表 牛乳の生産と処分 （単位　石）

項 司…廓癖「…㎜葬…輩　・G一マ…ぢ「下塵　櫓下雰一軍…

総　生　産　量

販　　　　売
（1坂売イ隻金）

飲　　　　　絹

積　　哺　　育

そ　　の　　他

　27。28

　21．う6

（87，727）

　　3．82

　　156

　　0．34

　　39．G2

　　33．66

（159，180）

　　3．86

　　0．84

　　0．66

　　57．48

　　48．ユ4

（22～㍉529）

　　3．62’

　　0．96

　　4．76

　　51．50

　　46．ユ0

（228，G66）

　　4，48

　　0．66

　　0．26

　　6G，62

　　53．72

（264，837）

　　3．50

　　2．78

　　0．62

　　65．60

　　59．26

（262，419）

　　3．68

　　2．52

　　0．14
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カはかなり高く，特に牧草の反収が高い。固定畑

からの供給はあるが，飼料結源の主体は輪換畑

にあり，しかも飼料成分からみて董科牧草が基

韓をなしている。その自給率はF．E．において

70～80％，D，T．P．において60～70％である。

搾乳量は第5表でみるように逐年増加し，33年

は65石に達した。購入飼料費の牛乳販売収入に

対する比率は30～40％である。

　経営投下労働は水国を畑地化することによっ

て，労働量においても，また労働の時期的配分

においても労働の軽減合理化をもたらすことは

容易に推測できる。すなわち輪換畑の刃Z均反当

労働は水稲の40％前後で，水稲作と輪換畑の間

　　第6表

には，単位：面積当り所要労働に出差がある。輪

換畑作物が夏収作物である燕麦，青刈飼料作物

が主体であるところがら，水田の畑化が労鋤ビ

ーフの緩和に役立っているととも明らかであ

る。

　瞬燗輪換の経済威果を正確に把握すること困

難であるが，水韻の連作部分を拡大して，水稲

単作経営とした場合の収支を算出して比較する

と第7表のようである。これによるといずれ

の年も農業収入，支出ともに輪換経営の方が多

い。前者では酪農収入の附加が櫨産収入の減少

を超えているためであり，後者では家蓄費，飼

育費，飼養費など乳牛飼養に伴なう費屠が大き

部門珊の経営投下労働

項 目

慧｛肇

奮｛筆

稲

の

計

作

他

　　隼
の　　他

計

加

経　営　一

番

工

般

計

昭和28庫 29　年

時間紳時間i比率

篭1：ぽ鵬

4，3荏4　　．50i　4，324

　　　　…
1’：馴a。；1

1，99223i2，圭。8

　　　　　
2203｝20。
2，128・25｝1，多80

8，68窪　歪OQi　a212

多

53

26

2

19

11GO

30年
時　聞比率

2，599

1，、i58

3，7う7

2，207

　204

2，411

　325

ユ，671

8，圭64

野

46

29

　4

21

1QO

3重年i32年i33年
時間i比率；時間1比率｛時間i比率

3，00圭｝

　8ア7

3，879　　43i

1，795

　301

鳥09623i
　232　3｝

1，403　31

7，610 P三〇。i

3，292

　864

4，156

2，175

　182

2β57

　130

三，G33

7，676

ぞ

54

31

　2

13

10Q

…1
、頚i

鷹li

鷺i1

6・778

野

52

36

　3

　9

1GO

第7表 水稲単作と田畑輪換の収支比較 （単位　円）

項 田

1昭和・8年i 29　年

靴i塾1 　　　1単作i輪換

農

業

収
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く影響しているためであるQ農業所得は30年を

除きいずれの年も輪換経営の方が多く，牌に大

凶作年であった31年の差が大きくなっている。

垂V線型計画法による経営設計

　以上で当農場の経過と成績を略述したが，こ

れらの実績から33年の成績を基本として，綜型

計画法による当農場の最大利益をあげるための

田畑輪換俘付規模，搾乳牛の飼養頭数などにつ

いて経営計爾を試みた。

　水田の作付方式は下記のように，34年以降の

輪換畑作物である燕麦，牧草の2作物と水稲還

元3年目までを組み合わせた輪撫乍付方式を3

型，これと還元4年以降を含めた連作水稲作付’

方式を設けて，各方式の最適作付面積を求める

ことにした。

　〔水田作付方式〕

　輪軸（D燕麦（牧草混播）一水稲一水稲一

　　水稲

　一瞥（置）燕変（牧草混播）一牧草一承稲一

　　水稲一水稲

　輪作（翔）燕麦（牧草混播）一牧草一牧葦一

　　水稲一水隅一水稲

　連作（水稲）承稲一水稲一…

　各作付方式からの生産物は，玄米は販売，稲

わら，燕麦子実；牧草，畦畔草は乳牛の飼料と

なる。各方式と普通畑デソトコーソの反当り飼

料艶出量，．堆厩肥施用量，現金収支と利益を示

したものが第8表である。

　次に家畜は搾乳牛，緬羊，鶏があるが，緬羊

は34年以降飼養を中止し，鶏は自家用のための

飼育なので甘干より除外し，ここでは搾毅牛の

飼養頭数のみを求めることとした。この搾職牛

は生体重600K課，年間堆班田繊量，，375独，牛

乳は脂肪率3．ラ％で年閥生産壷6，000騒，生産積

は受胎率80％，性確率5G％，勢子6カ月飼育で

売却するものとして，これの1頭当り1ヵ年の

利益と必要飼料を紫したものが第9表と第10表

である。

　購入飼料は実際には種頚は多いが，計算が煩

雑になるので配合飼料に統一して必要輩を求め

ることとし，その葵準を㊧㌧当り9．lF，麹．，

D．丁．p．1．6㌧，緬格280円とした。

第9表 搾乳牛の利益

項 目■金額

1｛義

現

金

支

出

ビ

＼

建

小

飼

消

光

飼

販

家

計

物　修

具　修

農　具

　霧

耗　品

　熱

　料

　売

密　保

計

乳

犠

㈲

繕

繕

引

倒

費

費

費

費

険

（ロ）

　　円
141，660

2蔓，000

165，660

　1β34

　　480

　　39

　3，930

　　19

　　9圭

　1，577

　9，711

　4，045

2L226

利 益　（イ）
（ロ＞　　　i　　亙4蔓，434

（ユ　飼料費はカルシウム剤と塩2　牛乳の現金収入は小売りを含む髄：格よ　り算出した）

第玲表　　搾乳牛の必要飼料

項 臼

維持飼料
生魔飼料
妊娠要求量

牝犠飼料
合　　　計

必 要 量

…一・・…

圭，606．0

2，040．0

　184．0

　435，7

4，265．7

　k諾
109．5

288．0

25．9

63。6

487．O

　各ヨニ地利用方式と搾乳牛の労働を旬別にみて

，春期（5月中旬，下旬，6月上旬）と秋期（9

月下旬ジ10月上，中，下旬）の雇傭労働時間を

算出することにしたが，雇傭労賃は賄い費を含

めて1時間当り春期85円，秋期70円である6尚

この期間における各方式の句別労働所要時聞は

第1駿のとおりである。

　二L地，飼料，二二肥，搾乳牛，労働など諸資

源の制隈量は，土地は水閏金面稜と普通畑のう

ち疏菜館を控除した飼料作面積。飼料と堆概肥

は0とし，飼料の不足分は購入する。搾乳牛は

現在の施設では6頭飼養可能であり，これ以上
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飼養するとなれぽ新たに設備を要するので，こ

こでは6頭までとした。労働は第12表のように

して求めた家族労働に，例年手伝いとして見込

み得る労働を含めて制限量とした。

　これらを第13表のようにまとめて最終解を求

め，更にこれを整理して示したのが第14表のr計

醐Ajである。すなわち「計爾A」は年までの

実績に基づいた経営設計で，総利益は曳6，000

円である。

　田畑輪換の右利性については輪換畑の生野力

が強調される。ここで33年における乳牛の主要

な飼料源である輪換畑の牧草反収をみると，粛

粛H衷　　方式別の所要時間

　　　　　（謝意　時間。反当り・1頭当り）

項・隔

5月中旬

5月下旬

6月上旬

9月下旬

圭0月上旬

1G月に｛殉

10月下旬

12，5

11．3

3，1

4．1

9，9

8．9

5．9

10．5

，．王

2．8，

3．5

7．9

7．1

4。7

　l
l：／

2，6i

3．至

遊

離

15．8

15，9

4．9

13．6

5．1

11．3

8．0

普通
畑
野乳
牛

　引24．0

　－124．0

25．6i　23．0

　－i23．0
　　　
　d23．o
．｛23．0

－123、o

　　…

第｝2表 家族労働労働の供給時間 （導位：　時闘）

ド∵麺避
圭日当り1乍業時間

1旬当り作業時間

同上成男換算㈲

控

除

時

運

耕

和

島　営　一

二　　営

　　　計

種

畜

二

二

（ロ）

主入i妻
玉，o O．8

父

0．5

13

130

130

17

8i

－1

25i

13

130

104

7

46

53

8

80

40

二丁辮醐ω一（・） 　ミ1Q5i

　1

5重｝ 40

譜’ 備 考

274

∬

　7

　8

46

78

196

f

野菜作，堆厩肥製造など

鶏の飼育管理

消耗材購入，農具修理

家事一般

換2年呂が7，940K享，輪換3年艮が7．畠OKダと

かなり高い反収をあげてはいるが，これは従来

．の試験威隷よりみると，それぞ融11冷CG㍉，

9，000㍉までは生産を高めることが可能である

とみられ，34年よりそのための改善技衝を実施

している。次にこれが達成した場合の経営設計

を試みた。従ってこの計画では牧草を念む作付

方式の飼料産出．量は増加するが，購入肥料を増

施するので国益は低下する。すなわち輪作

　（琶）の飼料産出量は581．9F．E．，　D，T。P

4～｝．2K夢，　示IJ軽量三8．280Fヨ，　輪f／F　（IH）　の糞垂寧；｝産置1

超：は703．黛F．EりD．7，P．64jKg，利益15，165

門となり，他の条｛ま1・は「計騒A」と同じであ

る舜この場合の経営設計の結果は第圭4表で示し

た「計繭璃で，総利益は費95，100円である。
拳

　ここで搾乳牛の滅鱗償却費8，700円を，前掲

の乳牛利益より差し引いてみると，その結果r計

醐Aj，「講頭Bjは第14表にました「計魎A勺

亡計晒B’」のようになり，総利益はそれぞれ

864，200円，％6，500門となる。これによって最

大利益をあげるための輪換1冠付方式とその纐

穰，搾乳牛飼養頭数，購入飼料と膣傭労働1孟が

異なった条件に応じて求められた。尚搾乳牛の

利益は牛乳の小売を含む緬務より算出したので

有利ではあるが，小売が行なわれないとしても

その利益は王42，564円で差は僅少であり，田島

には影響がない今ここで33年の実績をみると，

総利益は728，800円である。

　第籔表の結果をみると，当農場の33年の生産

水準においては，輪換方式は輪作（庭）と輪作

（塑）で，2方式を水田薦積で行ない，連竹田

を残さず，搾乳牛飼養頭数を5頭程度とする。
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第14表 線型計画の結果と33年の実績

項＿・し汁
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7，233
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玉10，527
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　貫き機

　367
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　　円
47，530

総 利　　ゴ益
　　　円’
5）16，00α

　　　…

　　299

　　289

54，圭60、

　　　i
ε64，2。O1

366「

　　263

49，650

，95，王00

　　31G

　　244

43，450

蛎圃

288

26β10

備 考

昭和33年の

突績に基づ

く縫営詩麟

計画Aで乳

牛償却費を

算入した場

合

牧草ゐぐ収が

増瀦した場

合の経営設

計懸董3で乳

牛償却費を

；算入した場

合

72a　800

乳牛の償却

費は算入し

てない

牧草の反収増加が目標に達した場合は牧草生産

滝の最も多い輪換方式である輪作（瞬）をもっ

て，搾乳牛飼養頭数を6頭とする。乳牛利益に減

価償却費を含めると，両計画とも搾乳牛飼養頭

数は1頭程度減少し，これに当てた輪換畑を水

稲作付とする以外は大きな変化はない。これを

綜揺すると，輪換作付方式は牧草反収によって

決定することができるが，搾乳牛飼養頭数は償

却を算入するかしないかにより，1頭程度変動

する。これは乳牛利益の許容変動隈界が，当初の

利益i144，434円に対して「計画A」では上限が

重45．00C円，下隈が136，2GO円，　r誕画B」では

制隈頭数の6頭を飼育するので上限が無限大と

なり，一下限が142，200円と変動ll艮界が小さいQ

これは乳牛と水稲との端合が著るしいからであ

る。

V　む　す　び

　当農場の経過，34年以降目標としている経営

計薩，ならびに線型計醐法による経営設計の結

果を1七較すると，先づ田畑輪換については，そ

の畑期間は嶺初3力年の計画であったが，先に

農場の経過でみたように，実際には2～3年が

多かった。これは線型計画の結果からみて適切

であったと言えよう。牧草反収の増加に伴なう

輪換作付方式として，34年より輪作（聾Dの方式

に整理しつつあるが，線型謙纐で得た結果も輪

作（厩Dのみであり，この点も一致している。次

に乳牛飼養頭数についてみると，当農場では33

年夏で2頭，34年に当初三王とした3頭になっ

たが，線型計画の結果は4頭以上を要求してい

る。すなわち今後の方針として輪換方式を輪作費
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第給表 計 算 表 （計 画 A）
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（m）に統一してその面積を拡張し，搾乳牛の

飼養規模も拡大して4頭以上とすることがより

多くの利益をあげる経営設計であることが示さ

れた。

　しかし上述の線型計面では，牧草を除く作物

の生産水準の変動を考慮してないが，特に乳牛

との競合の著しい水稲の反収は，技術改善によ

り増加し得ることも可能であり，庚際にも技術

の改善を行ないつつある。従ってこの結果を適

用するに当っては，こうした与件変動を考慮し

て，適切な経営設計をしなければならないと考．

えられる。また当農場で適用したこの線型計画

の内容にも検討を要する点があり，これらは今

後更に修正：を加えて，実際の経営設計に適用し

ていきたいと考えている。

第18回北海道農業経済学会報告要旨（その二）

田畑輪換経営

と線型計画

｝計譜系闘・レ灘…・’1計醐

道立農試経営部

　千葉誠一

　閏畑輪換と乳牛導入による経

営の発展合理化を日酌に設けら

れた経営試験農場（東旭川町，

ツテf動歩合2．3ノ＼，　経含尋面考資3琵又：，

承田颪積25．7反）の笑績と将来

の；汁顧資料を胴いて，L．P．に

よる営農設講を試み，その実硝

性を検討した。

　結　果；①現段階（計画A）

では乳牛5頭で還元田麺稜力～多

くなるようにf乍付方式汎，皿を

採用する。②牧草反収の増加

（将来の目標一計画B）に伴

ない牧草面稜の多い作付方式田

を採用して乳牛を6頭とする。

③乳牛利益が低下した場合（計

画A’．B’）は乳牛頭数を減少し

て水稲講積を拡張する。

　実用性；これらの結果は当農

場で実際に行ってきた営農設計

と暴本的に轍～致しているの

で，　更をご検討をカμえると二・　実際

に遙胴し得るであろ％

　　　　　　　｝

承　稲　連　作

飼　　料　　田

偏　　牛　　数

乳牛購入飼料費

水稲雇傭労賃

総　　利　　益

反

備 考

12．G5

13，65

　圭．33

　　頭
　5．31
　　円
230，868

47，531

916G12

昭和33年
の農場実
績に基く
←巨二　　　　｝目
管石　　　　フrく

反

　　「

…32P
1・3P
1：講

　　　　、，、，、男1

　　　i．

49，468；

　　　1
995，093

反

2，27

15、89

7．54

　1，33
　　頭
　4．48
　　円
182，735

54，160

86蔓，161

反

20．55

1．15

　1．33
　　頭
　5．45
　　円
202，517

43，445

946，452

牧草が
増加した
場　　A（呂釧場合

i乳牛利益　（144，434
；円）に償却費（一a
700門）　を加算した

〔1乍付方式〕i

　　　　　庭

　　　　　lH

燕菱（0＞一水稲㈹一R－R

O一牧草（C＞一R－R－R

O－C－C－R－R－R

農機具更新
の経済分析

北大農経
　飯島源次郎

　駿業機械化の進展は畜力と機

械力との代替を健進し労働生露嚢

性の上昇を指向するものではあ

るが，必らずしも経営の実態に

即した機械の選択導入がなされ

てをらず，むしろ過剰投資の傾

向すらある。しかも戦時から戦

後にかけて導入された機械は既

に更二期に達しているが，それ

らの経済的更籍に関する判断蓋

準は不明確である。従って本研
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